
202４年 12月 

     

     各   位   

 

                                        公益社団法人日本包装技術協会 

                                            北海道支部長 藤本 純二  

                                         日本包装管理士会   

                                                  北海道支部長 曾田 慶太 

                                           

「２０２５年新春研究会・賀詞交歓会」開催のご案内 
 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

日頃、当支部の活動に対しましてご支援･ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、２０２５年の新年を迎えるにあたり会員の皆様が一堂に会し､新しい時代へのステップとして一層の

ご交誼を深めたく、下記要領にて新春の会合を開催いたします。 

新年早々何かとご多忙のことと存じますが､万障お繰り合わせのうえご参加賜りますようお願い申し上

げます。 

敬具  

記 

 

 １．日 時  ２０２５年 1月 22日（水） 15：３０～18：30 

 

 ２．場 所  ニューオータニイン札幌 

(札幌市中央区北２条西 1丁目 TEL 011-222-1111 ) 

 

 ３．内 容  (1) 新春研究会 ( 15：３０～17：00 )  ２階「北星」   （別紙案内参照） 

テーマ：「三井化学が進めるバイオマス化・ケミカルリサイクルの取り組み」 

講 師： 油井
あ ぶ い

 賢司
け ん じ

氏  三井化学株式会社グリーンケミカル事業推進室 

 ビジネスディベロップメントグループ   
 

(2) 賀詞交歓会 ( 17：15～18：30 )  ２階「双葉」 

             講演会に引き続きご参加ください。  

 

 ４．参加費    無 料                    

 

 ５．出欠連絡  1月１５日(水)までに別紙参加申込書にご記入のうえ FAX または e-mail添付にて 

ご連絡願います。 

 

連絡先：公益社団法人日本包装技術協会・北海道支部 小寺 

TEL011-241-8591 ・ FAX011-241-3898 

以上  



公益社団法人日本包装技術協会・北海道支部/日本包装管理士会北海道支部 

 

 
 

  
２０２５年の新年を迎えるにあたり会員の皆様が一堂に会し､新しい時代へのステップとして一層のご交誼を 

深めたく新春の会合を開催いたします。多数の皆様のご参加をいただきたくご案内申し上げます。 
 

 

地球温暖化やごみ問題を背景に脱プラが叫ばれています。しかし、プラスチックは日常の至る所で使用され、完全 

に無くすことは難しく、脱プラには必ず限界がありますので、脱プラを超える新たな考えが必要です。 

三井化学では「素材の素材まで考える」をキーワードに、脱プラならぬ「改プラ」を目指して、プラスチックの炭素と水

素の由来を変えてくバイオマス化やケミカルリサイクルの取り組みを始めています。化学産業の心臓部であるナフ

サクラッカーに従来の石油由来の炭化水素ではなく、バイオマス由来の炭化水素、リサイクル由来の炭化水素を投

入することで、あらゆる誘導品をバイオマス化・リサイクルプラとすることが可能です。従来のプラスチックと全く同じ

物性であるため、より使いやすいバイオマス・リサイクル素材の提供が可能となり、社会のバイオマス度、リサイクル

率の向上に貢献していきたいと考えています。 
 

１．プラスチックを取り巻く課題について                  ２．三井化学のバイオマス・リサイクルの取り組み 

   ・カーボンニュートラルとサーキュラーエコノミー             ・素から変える取り組みとは？ 

   ・コミュニケーションブランド「BePLAYER」と「RePLAYER」    ・バイオマスナフサからのバイオマスプラスチック 

   ・ブランドパーパス                               ・廃プラからのリサイクルプラスチック（ケミカルリサイクル） 

 

３．マスバランス方式について  

   ・マスバランス方式の特徴と必要性について 

  ・マスバランス方式の導入事例紹介 

 

 

 

油井
あ ぶ い

 賢司
け ん じ

氏 三井化学株式会社グリーンケミカル事業推進室 

             ビジネスディベロップメントグループ 
 

【略 歴】：2002大学卒業後、専門商社に勤務。長年に渡り包装資材を始めとするプラスチック製品・原料取り扱い

に従事。インドネシア駐在や 20 か国を超える海外出張を経て各国のゴミ問題を体感、環境問題にアプロ

ーチする事の重要性を考えるきっかけに。 

2022 年 5月より三井化学グリーンケミカル事業推進室に所属。ケミカルリサイクル事業の立ち上げ・ 

事業拡大と、バイオマス・リサイクル製品のマーケティング活動に従事、現在に至る。 

 

 

日   時： ２０２５年１月２２日(水) １５：３０～１７：００ 

場   所： ニューオータニイン札幌 ２階「北星」 (札幌市中央区北2条西 1丁目 TEL011-222-1111)  

参 加 料： 無 料 ※講演会終了後、賀詞交歓会を開催いたします(～18：30) 

問合せ先： 公益社団法人日本包装技術協会・北海道支部 TEL011-241-8591 

 

参加申込書は裏面です 

講     師 

JPI 北海道支部 2025 年「新春研究会」 

「三井化学が進めるバイオマス化・ケミカルリサイクルの取り組み」 
 
 

 

開 催 要 領 

内    容 



 

※参加申込は、申込書にご記入のうえ、FAX送付または E-mail 添付でお願いします。                             

 

年    月    日 

 公益社団法人日本包装技術協会・北海道支部  

 【ＦＡＸ】０１１-２４１-３８９８  【E-mail】 s-kodera@hpc-net.jp   

  

                                                                    <申込み締切日：1 月 15 日> 

 

公益社団法人日本包装技術協会・北海道支部 

202５年 新春研究会・賀詞交歓会（１月２２日開催）参加申込書 

  

企業名                                             ＴＥＬ                                  

 

住  所(〒        )                                     ＦＡＸ                                

 

派遣担当者氏名                                所属・役職名                                  

 

      

参加者氏名 所属・役職名 ※賀詞交歓会 

①  

出席  ・  欠席 

②  

出席  ・  欠席 

③  

出席  ・  欠席 

④  

出席  ・  欠席 

⑤  

出席  ・  欠席 

 

※賀詞交歓会出欠については、いずれかに○印をお付けください。 

なお、申込み後、欠席される場合は前日までに必ずご連絡をお願いいたします。 

 

№ 

mailto:s-kodera@hpc-net.jp

